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平成 28 年 12 月 12 日 

香川河川国道事務所 

 

「土器川における水害に強いまちづくり検討」 

～～ 第４回 水害に強いまちづくりワークショップ開催報告（速報） ～～ 

 

１．「水害に強いまちづくりワークショップ」の実施方針 

近年、地球温暖化などの気候変動により豪雨等の発生頻度が高くなっている傾向に

ある。これにより、想定最大規模降雨の洪水（超過洪水）が発生する恐れが高まって

いることを踏まえ、土器川では、｢香川地域継続検討協議会｣と連携し、大規模河川氾

濫が発生した際の被害想定や対策、｢水災害に適応した強靱な社会｣作りに向けた「水

害に強いまちづくり検討（検討会、ワークショップ）」を平成 25 年度から進めてきた。 

また、平成 28 年 6 月には、「土器川大規模氾濫に関する減災対策協議会」を設立

し、これまでの“水害に強いまちづくり”の検討成果（住民意見）を反映させて 「土

器川の減災に係る取組方針」を平成 28 年 8 月に取りまとめた。 

平成 28 年度の住民参加ワークショップは、全 2 回を予定し、土器川において堤防

決壊等を伴う大規模災害が発生した際の避難行動等（タイムライン）に関する議論を

行い、今後の自助（住民）・共助（地域コミュニティ）・公助（行政）の課題等を抽出

することで、 「土器川の減災に係る取組方針」に反映し、住民の命を守るための「水

害に強いまちづくり」を着実に実行することを目指す。 

 

２．第４回 水害に強いまちづくりワークショップ開催概要 

(1) 開催日時 ： 平成 28 年 11 月 23 日（水）14:00～17:00 

(2) 開催場所 ： 丸亀市民会館 中ホール 

(3) プログラム： 別紙－１参照 

(4) ワークショップテーブル数：3 テーブル 別紙－２参照 

(5) 参加者  ： 計 27 名（地域住民 15 名、進行者等 12 名）、欠席 1名 

土器川における堤防決壊を伴う大規模水害のケーススタディとして、土器川下流

部右岸の土器町地区を検討対象モデル地区とし、堤防決壊直後～約 10 日後までの

水害発生後の場面を想定して、地域住民の目線で、個人（自助）・地域コミュニテ

ィ（共助）の防災行動や、行政（公助）への要望について、多くの意見を抽出した。 

 

(1) 大規模水害の想定外力：想定最大規模降雨による堤防決壊 

(2) モデル地区の浸水区域：土器川右岸 3.2k 堤防決壊をイメージし、内水氾濫、  

土砂災害の複合災害を想定 

(3) 検討テーマ：大規模水害時の住民の防災行動シミュレーション 

 ～いつ、誰が（自助・共助・公助）、何をするか～ 

(4) 検討内容：①避難所、緊急活動内容の確認（浸水想定図面を使用） 

②住民の防災行動シミュレーション（具体的な防災行動、地域で

の課題、行政への要望） 
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別紙―１ 
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別紙―２ 

 

ワークショップテーブル参加者構成 

テーブル番号 属性 
ワークショップ 

参加者人数 

テーブル１ 自治会、自主防災グループ 
参加者 ：4 名 

進行者等：4 名 

計 8 名 

（欠席 1 名） 

テーブル２ ＰＴＡ等関係者グループ 
参加者 ：5 名 

進行者等：4 名 

計 9 名 

（欠席 0 名） 

テーブル３ 
要配慮者支援等関係者 

グループ 

参加者 ：6 名 

進行者等：4 名 

計 10 名 

（欠席 0 名） 

   
合計 27 名 

（欠席 1 名） 

注１）ワークショップ参加者は、検討対象モデル地区内にお住まい、勤務の住民

を対象とした。 

注２）「進行者等」は、進行者、記録者、補助者の 4 名である。 
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会長挨拶 会場の様子 

検討の様子 

テーブル発表の様子 テーブル発表の様子 

検討の様子 検討の様子 

ファシリテータによる進行
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３．ワークショップ実施の状況 

3.1 検討－１【避難所、緊急活動内容の確認】 

大規模水害の浸水想定図面を使用し、自宅や職場、避難所の位置関係を確認すると

ともに、水害発生後の緊急活動内容について、図面上で確認した。 
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3.2 検討－２【大規模水害時の住民の防災行動シミュレーション】 

堤防決壊後の状況（ステージ１、ステージ２）を想定し、各場面での住民の具体的

な防災行動、地域での課題、行政への要望等について意見カードに記入し、意見を分

類した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堤防決壊後の状況（ステージ１） 
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堤防決壊後の状況（ステージ２） 
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検討の概要 
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＜検討の感想（各テーブルによる発表概要）＞ 

テーブル ワークショップ検討の感想 

１ 

・ステージ１では、まず大事なことは家族の安否確認であり、自治会長に

よる会員の確認が必要である。 
・情報収集（浸水状況等）⇒健康管理⇒避難所運営⇒物資の補給の順番で

意見があった。 
・行政への要望として、簡易トイレ設置等の衛生問題や物資支援の意見が

あった。 
・ステージ２では、不足物資、薬等の補給やプライバシーの保護の問題が

ある。 
・災害見舞金の早期支給の要望やストレス解消の支援の必要性の意見があ

った。 

２ 

・ステージ１では、避難が第一で家族の安否確認の後、コミュニティで連

携が必要である。 
・地域の課題は、避難所での要望に対応することの意見があった。 
・情報収集では、堤防決壊場所の確認・共有などが必要である。 
・行政への要望は、浸水がどのくらい続き、排水状況の情報を提供してほ

しい。 
・ステージ２では、避難所運営の課題に関する意見が多かった。 
・避難所運営の経験がないので、ルール決めが必要である。 
・生活復旧には道路が大事なため、小さい道路の啓開を早急にしてほしい。

３ 

・水害は地震と違い予見できるので早めの避難が大事である。 
・時間帯によるが夜勤の家族等の安否確認の意見があった。 
・高齢者も多いので盗難被害が懸念される意見があった。 
・外国人居住者の対応をどうするのか。 
・救援物資の配分について、行政に効率よく配分してほしい。 

 


